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パ
ン
ケ
ー
キ
と
言
え
ば

菅
首
相
の
大
好
物
。
現
役

政
権
の
ト
ッ
プ
を
題
材
に

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
パ

ン
ケ
ー
キ
を
毒
見
す
る
」
は
７
月
末

か
ら
上
映
が
開
始
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ッ

ク
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
、
今
と
い
う

時
代
と
社
会
を
考
え
さ
せ
る
▼
菅
首

相
は
、
急
増
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
患
者
の
入
院
対
象
を
重
症
患
者

等
に
限
定
し
、
そ
れ
以
外
は
自
宅
療

養
を
基
本
と
す
る
方
針
転
換
を
発
表
、

野
党
４
党
は
「
命
を
切
り
捨
て
る
も

の
だ
」
と
撤
回
を
要
求
し
た
が
「
入

院
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
患
者
以
外
は

自
宅
療
養
を
基
本
と
す
る
」
方
針
の

修
正
は
な
か
っ
た
▼
コ
ロ
ナ
重
症
者

数
が
、
過
去
最
多
を
更
新
し
、
感
染

し
て
も
入
院
で
き
な
い
自
宅
療
養
者

が
11
万
人
を
超
し
て
い
る
。
重
症
化

し
て
も
入
院
で
き
ず
、
亡
く
な
る
人

が
後
を
絶
た
な
い
▼
状
況
が
悪
化
し

て
い
る
な
か
、
菅
首
相
は
「
明
か
り

が
見
え
始
め
て
き
て
る
」
と
現
実
を

直
視
せ
ず
、
楽
観
論
を
振
り
ま
い
て

い
る
▼
自
宅
療
養
者
を
放
置
せ
ず
安

全
な
医
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
医

師
会
や
専
門
家
が
求
め
る
「
臨
時
の

医
療
施
設
」
の
大
増
設
・
確
保
を
急

ぐ
姿
勢
も
不
明
確
だ
。
病
床
の
確
保
、

臨
時
の
医
療
機
関
の
増
設
と
い
う
課

題
が
提
起
さ
れ
な
が
ら
、
全
く
進
ん

で
こ
な
か
っ
た
事
へ
の
責
任
は
大
き

い
▼
映
画
「
パ
ン
ケ
ー
キ
を
毒
見
す

る
」
は
、
問
い
か
け
る
「
コ
ロ
ナ
対

策
で
国
民
の
命
を
預
け
る
に
値
す
る

人
物
な
の
か
？
。
も
し
か
し
た
ら
我
々

は
、
権
力
を
行
使
し
た
い
だ
け
の
実

態
の
な
い
男
に
日
本
を
預
け
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
・
・
・
」
と

花言葉：悔いなき青春

イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン

労
働
組
合
は

頼
り
に
な
る
存
在

労
働
組
合
は
「
労
働
者
が
主

体
と
な
っ
て
自
主
的
に
労
働
条

件
の
維
持
・
改
善
や
経
済
的
地

位
の
向
上
を
目
的
と
し
て
組
織

す
る
団
体
」
で
す
。
労
働
組
合

の
役
割
は
、
雇
用
主
よ
り
も
立

場
の
弱
い
労
働
者
が
団
結
す
る

こ
と
で
、
雇
う
側
と
対
等
な
立

場
で
交
渉
し
、
賃
金
や
労
働
時

間
な
ど
の
労
働
条
件
の
改
善
・

雇
用
を
守
る
事
で
す
。

構
造
改
革
で

リ
ス
ト
ラ
の
不
安

今
、
沖
電
気
グ
ル
ー
プ
で
み

て
も
、
中
期
経
営
計
画
（
２
０

２
０
～
２
０
２
２
年
）
の
構
造

改
革
の
中
で
、
様
々
な
問
題
が

起
き
て
い
ま
す
。

会
社
は
「
構
造
改
革
は
人
員

削
減
が
目
的
で
は
な
い
」
と
言

い
な
が
ら
、
２
０
年
度
だ
け
で

も
２
１
１
２
の
人
員
削
減
、
生

産
子
会
社
の
統
廃
合
や
、
賃
金

一
割
カ
ッ
ト
で
生
産
子
会
社
へ

７
１
５
人
の
転
籍
（
沖
富
岡
マ

ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
・
沖

Ｊ
Ｉ
Ｐ
）
、
沖
デ
ー
タ
関
連
の

Ｏ
Ｋ
Ｉ
本
体
統
合
に
よ
る
、
配

置
転
換
と
人
員
削
減
、
賃
金
制

度
「
改
訂
」
で
賃
下
げ
・
格
差

の
拡
大
な
ど
働
く
者
の
生
活
と

雇
用
が
脅
か
さ
れ
続
け
て
い
ま

す
。職

場
か
ら
は
、
仕
事
や
職
業

生
活
に
関
す
る
事
柄
で
強
い
不

安
、
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
い
る
組
合
員
が
６
０
％
存
在

し
、
そ
の
要
因
が
「
仕
事
量
が

多
す
ぎ
る
」
「
職
場
や
仕
事
の

将
来
が
不
安
」
が
多
い
と
の
結

果
が
出
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
０
年
１
０
月
の
組
合

員
意
識
調
査
結
果
か
ら
）

労
働
組
合
の
役
目
は

企
業
収
益
の
向
上
？

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
「
Ｏ

Ｋ
Ｉ
・
Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
が
健

全
か
つ
安
定
し
て
収
益
を
創
出

す
る
た
め
」
と
し
、
企
業
収
益

を
最
優
先
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
企
業
が
も
う
か
れ

ば
そ
の
お
こ
ぼ
れ
が
労
働
者
に

還
元
さ
れ
る
と
の
「
ト
リ
ク
ル

ダ
ウ
ン
」
は
す
で
に
破
綻
し
て

い
ま
す
。
企
業
の
も
う
け
は
役

員
報
酬
と
大
株
主
へ
の
配
当
へ

と
回
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

労
働
組
合
の
真
価
発
揮
を

「
成
果
や
期
待
以
上
の
行
動

を
発
揮
し
た
も
の
に
配
分
す
る

仕
組
み
」
社
員
一
人
一
人
が

「
行
動
指
針
」
を
意
識
し
、
高

い
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
成

果
を
創
出
す
る
こ
と
を
求
め
た

り
、
ま
し
て
や
雇
用
の
維
持
を

「
個
人
の
努
力
」
や
「
自
己
責

任
」
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

こ
う
い
う
時
に
こ
そ
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
雇
用
を
守
り
労
働

条
件
改
善
の
為
、
労
働
組
合
の

真
価
を
発

揮
し
な
け

れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

厚生労働省のホームページ「労働組合とは」から

賃金ダウンもある沖の賃金制度

全国単一の産業別労働組合で、誰でも一人でも

入れる組合です。退職勧奨・強要やパワハラな

どお困りごとがあれば、一人で悩まずに気軽に

ご相談ください。

電機・情報ユニオン連絡先

〒142-0043 東京都品川区二葉2-20-8

☎ 03-6421-5323

Emaii<dennkiunion@gmamail.com〉

URL:https://www.denki-joho.jp/

「OＫＩの中期経営施策(構造改革)」
リストラアンケートに、ご協力をお

願いします。

携帯は右のＱＲコードで。

沖電気の職場を明るくす

る会ホームページからも

アンケートができます。



報告された 死者数 被災者 経済損失合計

災害数 合計（万人）合計（億人）（兆・米ドル）

1980年∼1999年（A） 4,212 119 32.5 1.63
2000年∼2019年（B) 7,348 123 40.3 2.97
（Ｂ）÷（Ａ）倍数 1.74 1.03 1.24 1.82

Ｏ
Ｔ
Ｍ
で
定
時
退
社
推
奨

日
が
出
来
ま
し
た

【
群
馬
・
富
岡
】

６
月
の
ス
ポ
ッ
ト
で
も
触

れ
ま
し
た
が
定
時
退
社
の

変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｏ
Ｔ
Ｍ
転
籍
当
初
は
定
時

退
社
日
の
設
定
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
金
曜
日
が

定
時
退
社
推
奨
日
と
な
り

ま
し
た
。

転
籍
前
の
沖
電
気
の
時

は
、
金
曜
日
は
定
時
退
社

が
馴
染
ん
で
い
た
の
で
ち
ょ
っ

と
し
ん
ど
い
思
い
を
し
ま

し
た
。
今
回
定
時
退
社
推

奨
日
が
設
定
さ
れ
、
翌
日

が
休
日
出
勤
で
も
残
業
す

る
こ
と
が
な
く
な
り
そ
う

で
す
。
職
場
の
中
で
は
、

「
良
か
っ
た
」
「
週
末
は

気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
」

「
沖
と
同
じ
に
推
奨
日
に

し
な
い
で
定
時
日
と
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
す
。

真
夏
の
フ
ロ
ア
引
っ
越
し

【
埼
玉
・
蕨
】

芝
浦
な
ど
各
地
区
大
規
模

な
職
場
引
っ
越
し
が
あ
り
、

蕨
地
区
で
も
多
く
の
職
場

で
居
室
引
っ
越
し
が
、
６

月
以
降
順
次
行
わ
れ
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
が
テ
レ
ワ
ー

ク
の
中
、
そ
れ
も
暑
い
時

期
に
交
代
で
出
社
し
、
貴

重
な
時
間
を
割
い
て
引
っ

越
し
作
業
を
さ
れ
た
皆
様
、

本
当
に
お
つ
か
れ
さ
ま
で

す
。
普
段
あ
ま
り
行
わ
な

い
フ
ロ
ア
の
掃
除
や
、
机

周
辺
の
物
の
整
理
に
よ
り
、

フ
ロ
ア
の
清
潔
感
が
増
し

働
き
や
す
い
環
境
と
な
る

メ
リ
ッ
ト
も
期
待
で
き
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
が
、
こ
こ
最
近
猛

威
を
振
る
っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
の
方
は
十
分
気
を

つ
け
て
下
さ
い
。

最
賃
の
底
上
げ
に

見
合
っ
た
賃
上
げ
を

【
埼
玉
・
本
庄
】

今
年
の
地
域
別
最
低
賃

金
（
時
給
）
改
定
が
10
月

か
ら
実
施
さ
れ
、
全
国
平

均
で
28
円
の
底
上
げ
が
行

な
わ
れ
平
均
で
は
、
９
３

０
円
と
な
る
。
全
労
連
が

調
査
し
た
最
低
生
計
費
調

査
で
は
、
全
国
ど
こ
で
も

差
が
な
く
「
時
給
約
１
５

０
０
円
」
が
必
要
と
の
結

果
と
な
り
生
活
を
維
持
す

る
に
は
程
遠
い
モ
ノ
と
な
っ

て
い
る
。
職
場
は
、
半
導

体
の
不
足
が
生
産
に
も
影

響
を
し
残
業
も
減
り
生
活

は
苦
し
く
な
る
。
「
残
業

の
あ
る
会
社
に
移
り
た
い

と
思
う
が
コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
、
そ
う
も
い
か
な
い
」

来
年
は
、
非
正
規
で
働

く
人
の
賃
上
げ
を
、
地
域

別
最
低
賃
金
の
底
上
げ
分

28
円
以
上
を
実
施
し
て
も

ら
い
た
い
。

職
場
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
一
掃
し
よ
う

【
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
】

当
ユ
ニ
オ
ン
に
く
る
労

働
相
談
に
は
、
雇
用
や
賃

金
等
が
あ
り
ま
す
が
、
パ

ワ
ハ
ラ
問
題
が
伴
っ
て
い

る
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ

状
況
は
多
様
で
す
が
、
代

表
的
な
言
動
の
類
型
を
厚

生
労
働
省
が
報
告
し
て
い

ま
す
。

①
身
体
的
攻
撃
（
殴
打
な

ど
）
②
精
神
的
な
攻
撃

（
長
時
間
の
叱
責
や
威
圧

的
な
叱
責
な
ど
）
③
人
間

関
係
か
ら
の
切
り
離
し

（
仕
事
外
し
や
集
団
で
無

視
す
る
な
ど
）
④
過
大
な

要
求
⑤
過
少
な
要
求
⑥
個

の
侵
害
な
ど
で
す
。

最
近
き
た
相
談
者
は
、

長
年
受
け
た
パ
ワ
ハ
ラ
で

精
神
的
に
追
い
込
ま
れ
、

賃
金
も
減
額
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
は
、
人
格
を
否

定
し
精
神
的
に
追
い
込
ん

で
い
く
も
の
で
す
。

し

か
し
、
一
人
で
は
な
か
な

か
対
応
で
き
な
い
の
が
実

態
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

私
達
や
こ
の
職
場
新
聞
を

配
布
し
て
い
る
仲
間
た
ち

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

★ ８ 時 間 働 け ば 誰 で も 生 活 が で き る 職 場 を ★ ２０２１年 ９月 第３９８号

利益第一主義の資本の論理では生活や環境は守れない

労
働
者
の
「搾
取
」と

自
然
の
「収
奪
」

コ
ロ
ナ
禍
は
経
済
効
率
優
先
の

「
経
済
体
制
」
に
も
問
題
を
投
げ

か
け
て
い
ま
す
。
利
潤
第
一
主
義
、

成
果
主
義
、
自
己
責
任
で
は
コ
ロ

ナ
禍
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
明

白
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
す
る

た
め
に
必
要
な
の
は
協
同
と
相
互

扶
助
が
肝
要
だ
と
教
え
て
い
ま
す
。

気
候
危
機
が

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
増
大

生
物
の
宝
庫
と
い
わ
れ
る
熱

帯
雨
林
の
急
減
で
動
物
由
来
の

感
染
症
が
増
加
。
感
染
症
の
７

割
強
を
占
め
る
（
左
の
一
覧
）

化
石
燃
料
の
消
費
拡
大
は
地

球
の
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
を
１

９
５
０
年
代
比
で
40
％
増
加
さ

せ
気
温
も
１
℃
上
昇
さ
せ
た
。

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
第
１
６
０
回

防
衛
技
術
な
ど
を
活
用
し
た
監
視
シ
ス
テ
ム

セ
ン
サ
ー
に
よ
る
密
漁
監
視

米
軍
・
普
天
間
飛
行
場

返
還
合
意
か
ら
25
年

日
米
両
政
府
の
合
意
は
「
５

～
７
年
以
内
の
全
面
返
還
」
だ
っ

た
が
、
今
も
実
現
し
て
い
な
い
。

代
替
施
設
の
名
護
市
辺
野
古

沿
岸
部
の
埋
め
立
て
で
の
新
基

地
は
約
９
３
０
０
億
円
の
工
費

を
費
や
し
て
も
「
完
成
の
見
込

み
は
薄
い
」
。
１
９
年
の
移
設

の
賛
否
の
県
民
投
票
で
も
反
対

が
75
％
に
上
る
。
菅
首
相
は
国

会
で
「
沖
縄
の
心
に
寄
り
添

う
」
と
表
明
し
た
。
米
国
い

い
な
り
で
は
な
く
、
民
意
に
基

ず
く
姿
勢
を
示
し
て
ほ
し
い
。

話
題

１９７６年以降の新興ウイルスの一覧
（一橋大学名誉教授・岩佐 茂さんの資料から）

人
も
動
物
も
環
境
も
一
つ

「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」
で
対
処

コロナウイルスの世界的流行（パンデミック）

背景に地球規模の環境破壊

国連防災機関

世界の災害は頻発化・激甚化
過去２０年とその前の２０年を比較

気候変動（温暖化）が影響（下表）

哺
乳
類
、
鳥
類
が
保
有
す
る
未
知
の
ウ
イ
ル

ス
の
う
ち
人
間
に
感
染
し
う
る
も
の
は
80
万
を

上
回
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」

と
は
、
人
の
健
康
、
動
物
の
健
康
、
生
態
系

（
環
境
）
の
健
康
を
一
つ
の
健
康
と
捉
え
る
概

念
で
す
。
環
境
を
健
全
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
、

動
物
由
来
の
新
た
な
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
予
防
で
き
な
い
か
ら
で
す
＝
（
浅
川
陽
子
さ

ん
Ｗ
Ｗ
Ｆ
・
世
界
自
然
保
護
基
金
ジ
ャ
パ
ン
）

沖電気は防衛装備庁と水中音響センシン

グ技術を利用した潜水艦ソーナーなど２０

年度・１５７億円を契約する軍需企業です。

その技術を活用し、密漁船や水中の不審

なダイバーを監視し検知する「密漁監視

ソリューション」などの販売を開始。

近年、アワビなど高級食材が、密漁団な

どに狙われ被害額は増加。その対策用

センサー使用例

沖電気のHPから

沖電気 ２０２０年度防衛省 中央調達契約

連結売上高の４％ 水中聴音装置、潜水艦ソナー等


